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受入れ農家との意見交換会〈右側が研修生〉

五
月
末
に
来
町
し
た
中
国
の
研
修

生
(
五
名
)
は
、
す
で
に
一
か
月
余

り
を
経
過
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
受
入
れ
農
家
で
熱
心

に
農
業
技
術
の
習
得
に
励
ん
で
い
ま

す
が
、

言
葉
が
思
う
よ
う
に
通
じ
な

い
た
め
、
去
る
六
月
十
五
日
役
場
会

議
室
に
お
い
て
、
通
訳
を
交
じ
え
て
、

今
後
の
要
望
な
ど
の
意
見
交
換
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

研
修
生
た
ち
は
、
十
一
月
ま
で
の

六
か
月
間
-
上
河
東
の
町
営
住
宅
を

宿
に
、
本
町
の
そ
菜
・
水
稲
関
係
を

主
に
勉
強
し
て
い
く
計
画
で
す
。

町の人口一一一

4， 4 5 1人

4， 5 0 2人

8，9 5 3人

2， 482戸

6月1日現在

世帯数

男

女

計
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今
般
の
町
長
選
挙
に
際
し
て
は
、

皆
準
刀
の
力
強
い
と
支
援
を
い
た

だ
き
、
引
き
続
い
て
町
政
執
行
の

任
に
当
る
乙
と
と
な
り
、

六
月
四
日
第
四
代
昭
和

b

町
長
に
就
任
致
し
ま
し
色
司
叫

乙
れ
も
一
重
K
新
設

J
a司

高
校
、
第
二
小
学
校
の

建
設
、

土
地
利
周
計
画
の
策
定
、

都
市
地
設
の
似
け仙
な
ど
、
山
村
み
す

る
諸
問
題
解
決
の
た
め
の
挙
町
体

制
e

つ
く
り
に
示
さ
れ
た
と
理
解
と

町
長
に
石
原
氏
が
四
選

任
期
満
了
K
伴
う
町
長
選
挙
は
、

五
月
十
日
締
切
ら
れ
、
町
長
K
四
選

目
の
石
原
忠
則
氏
が
無
投
票
当
選
、

五
月
十
四
日
に
は
、
町
選
管
よ
り
当

選
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

と
ヤ
〈
援
の
賜
も
の
で
あ
り
、
心
か
ら

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
そ

の
責
任
の
重
大
き
を
痛
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

京え

任

に
努
力
し
、
ま
た
和
と
協
力
を
基
調

と
し
た
町
民
の
た
め
の
町
政
実
現
の

た
め
、
町
政
の
民
主
化
と
公
正
な

執
行
K
留
意
す
る
と
と
も
に
、

清

の

町
長

あ

しミ

支」

私
は
昭
和
四
十
五
年

六
月
四
日
、
皆
様
方
の
ご
守
護
を
得

て
初
当
選
し
、
第
十

一
代
昭
和
村
長

に
就
任
し
て
以
来
三
期
間
、
昭
和
町

の
発
展
、
町
民
の
福
祉
向
上
の
た
め

石

原

申
i~川

廉
、
潔
白
な
行
動
を
な
し
、
平
和
な

明
る
い
住
み
よ
い
町
。
つ
く
り
の
た
め

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
考

え
方
に
つ
い
て
は
と
批
判
も
あ
る
乙

と
で
し
ょ
う
が
、
今
後
も
乙
の
姿
勢

|工場建設はテルモ(槻|

今

後

*
 

*
私
の
勤
め
て
ま
い
り
ま
し
た
十
二

年
間
は
、
丁
摩
縞
畠
符
か
ら
都
市
化

し
よ
う
と
す
る
過
度
期
に
当
り
、
道

略
河
川
か
ら
始
ま
り
、
ゴ
ミ
、
し

尿
の
処
理
、
上
下
水
道
、
ガ
ス
、
電 の

施

政

方

針

*
話
、
常
備
消
防
、
医
療
、
保
険
、
金

融
、
流
通
な
ど
、
都
市
化
施
設
、
産

業
構
造
、
生
活
形
態
も
大
変
革
を
来

し
、
昭
和
村
か
ら
昭
和
町
へ
、
人
口

も
五
千
か
ら
九
千
人
と
発
展
を
遂
げ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
変
化
に
対

応
す
べ
く
、
田
園
整
巾
づ
く
り
構
想

を
た
て
、
諸
施
策
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

幸
い
、
町
議
会
議
員
、
各
種
行
政

委
員
を
始
め
、
町
民
各
位
の
ご
理
解

と
と
協
刀
に
加
え
て
関
係
方
面
の
ご

守
護
を
得
て
、
第
一
ラ
ウ
ン
ド
と
も

言
う
べ
き
基
礎
施
設
は
一
応
出
来
上

工場建設が急ピッチで進む

新しい

町意挙りヘ
スタート

つ
は
駆
持
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す。
「
青
空
と
緑
と
産
業
の
町
」
を
目

指
し
て
、
自
分
の
全
能
力
を
傾
注
し

て
重
要
問
題
の
処
理
K
当
り
、
皆
様

の
ご
期
待
K
副
う
覚
悟
で
あ
り
ま
す

リ
の
で
、
ど
う
か
変
ら
ぬ
と
方
自
震
と
協

F、
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

早
速
に
も
揮
伊
の
上
、
親
し
く
と

樟
拶
申
し
上
げ
る
べ
き
で
す
が
、
広

報
の
紙
面
を
借
り
て
略
儀
な
が
ら
就

任
の
ご
緯
拶
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

が
り
ま
し
た
が
、
住
み
よ
い
町
、
文

化
の
薫
り
高
い
町

e

つ
く
り
は
こ
れ
か

ら
の
感
が
あ
り
ま
す
。
出
来
上
が
っ

た
基
幹
施
設
に
枝
葉
を
つ
け
る
べ
き
、

第
二
ラ
ウ
ン
ド
に
か
か
る
現
時
点
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
重
京
的
に
手
掛
け
て
行

き
た
い
案
件
を
申
し
述
べ
て
、
ご
理

解
と
と
協
力
を
得
た
い
と
存
じ
ま
す
。

新
設
県
立
高
校
の

建
設
協
力
と

第
二
小
学
校
の
建
設

高
校
に
つ
い
て
は
、
知
事
の
英
断

と
金
丸
先
生
の
ご
配
慮
の
も
と
、
明

室
前
県
議
会
議
長
さ
ん
の
C
尽
力
に

よ
り
、
中
巨
寧
へ
二
校
同
時
建
設
、

内
一
校
は
昭
和
町
に
建
設
が
決
ま
っ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
決
定
K
際
し
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釜無工業団地には入居企業も決定」大手企業の

て
は
多
少
危
ぐ
さ
れ
る
点
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
、
関
係
者
の
熱
意
を
買

っ
て
の
裁
断
で
あ
り
、
県
の
期
待
に

答
え
る
べ
く
外
に
向
け
て
の
私
の
最

大
の
責
務
と
し
て
全
力
を
傾
注
し
て
、

完
成
に
努
力
を
致
す
決
意
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
乙
れ
を
拠
点
と
し
て
周

辺
の
開
発
を
図
っ
て
ま
い
り
度
い
と

存
じ
ま
す
。

小
堂
校
の
分
離
建
設
に
つ
い
て
は

始
め
て
の
試
み
で
あ
り
ま
す
。
最
適

地
忙
建
設
し
た
い
の
で
、
大
局
に
立

つ
て
の
ご
理
解
と
と
協
力
を
お
願
い

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

土
地
利
用
計
画
の
策
定

本
町
は
大
変
華
巾
化
が
進
み
、
今

後
一
層
顕
著
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
一
方
、
農
業
は
就
農
者
の

老
齢
化
、
後
準
台
皆
無
の
状
況
~
地

下
水
の
低
下
に
起
因
す
る
乾
燥
化
に

よ
る
農
耕
不
適
地
の
発
牛
等
か
ら
、

農
地
の
転
用
が
強
く
望
ま
れ
る
現
在
、
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改
め
て
土
地
の
有
効
利
用
を
考
え
直

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
時
期
の
ま
い

り
ま
し
た
畠
援
の
見
直
し
を
始
め
、

市
街
化
区
域
の
見
直
し
を
含
め
た
全

体
的
な
土
地
の
利
用
計
画
を
た
て
、

こ
れ
か
ら
の
町

e

つ
く
り
の
指
針
と
い

た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
合
わ
せ
て

地
籍
調
査
、
道
路
台
帳
の
盤
痛
を
も

穫
で
て
空
木
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

都
市
化
施
設
の
整
備

ゴ
ミ
、
し
尿
、
廃
ビ
ニ
ー
ル
の
処

理
場
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
学
校
、

公
民
館
、
役
場
な
ど
の
公
共
建
物
、

公
園
、
上
下
水
道
、
道
路
、
交
通
、

通
信
、
防
災
、
医
療
、
保
険
、
金
融
、

商
工
な
ど
、
一
応
の
施
設
体
制
は
出

来
ま
し
た
が
、
住
み
よ
い
町
守
つ
く
り

の
た
め
に
は
こ
れ
か
ら
の
感
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
守
合
柿
街
路
の
整
備
土

地
区
画
整
理
、
流
域
下
水
道
、
公
園
、

町
民
広
場
、
総
合
会
館
な
ど
の
建
設

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進

行
財
政
改
革
に
よ
り
、
福
祉
政
策

も
皐
直
し
が
断
行
さ
れ
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
が
、
一
歩
一
歩
年
月
を
か

け
て
積
み
重
ね
て
来
た
本
町
の
特
色

あ
る
福
祉
行
政
が
後
退
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
福
祉
向
上
を
目
指
し
て

努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

防
災
体
制
の
確
立

常
僅
仏
域
消
防
の
充
実
、
地
震
防

議
設
の
整
備
を
着
々
と
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
腹
話
は
限
度
が

あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
災
害
を
少

な
く
す
る
た
め
、
引
続
い
て
施
設
の

拡
充
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

国
の体

万成ボ
全功ク
なをシ
る期ン
準しグ
備て競

技

六
十
一
年
か
い
じ
国
体
も
後
四
年
、

開
催
別
年
リ
ハ
ー
サ
ル
と
し
て
全
国

大
会
を
実
施
す
る
と
す
れ
ば
、
余
す

と
乙
ろ
三
カ
年
と
な
り
ま
し
た
。

今
か
ら
国
体
の
成
功
を
目
指
し
、

万
全
な
る
準
備
を
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
内
濯
場
。
け
て
の
と

理
解
と
と
協
万
を
お
願
い
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
案
件
処
理
を
童
京
的
に

取
組
む
ほ
か
、
中
央
環
昭
和
バ
イ

パ
ス
の
全
面
開
現
国
母
、
釜
無
両

工
業
団
地
の
全
面
襲
、
更
に
は
中

去
初
幹
線
、
甲
府
・
清
水
高
速
壇
の

建
設
用
蓬
な
ど
、
こ
れ
ら
イ
ン
パ
ク

ト
を
活
用
す
べ
き
対
応
策
、
老
人
、

青
心
牛
対
策
等
住
み
よ
い
町
。
つ
く
り

の
た
め
、
最
大
の
努
力
を
致
す
決
意

で
あ
り
ま
す
。

重
ね
て
と
守
護
ご
協
力
を
お
願
い

致
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。
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四
年
前
か
ら
P
R
活
動
を
進
め
て
き
た
押
越
の
土
地
区
画
整
理
事
業
が
、

い
よ
い
よ
今
年
度
よ
り
事
業
開
始
さ
れ
ま
す
。
五
月
二
十
日
に
は
、
乙
の

事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
の
土
地
区
画
整
理
組
合
が
県
知
事
か
ら
認
可
さ

れ
、
今
後
の
事
業
計
画
な
ど
の
方
向
づ
け
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
は
、
約
一
億
八
千
万
円
強
の
資
金
を
投
下
し
て
、
押
越
の

中
央
道
沿
い
で
身
延
線
以
南
の
約
三
万
げ
を
実
施
す
る
計
画
で
す
が
、
こ

の
費
用
は
地
権
者
が
そ
れ
ぞ
れ
応
分
の
土
地
を
出
し
合
い
、
そ
の

一
部
を

売
却
し
て
事
業
を
進
め
る
も
の
で
、
昭
和
町
と
し
て
も
、
住
み
よ
い
町
ゃ
つ

く
り
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

広町和昭

T
す
で
ま
黒
下
刀
乃
事
業
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こ
の
押
越
土
地
区
画
整
理

事
業
は
、
昭
和
五
十
三
年
六

月
の
中
央
道
側
道
新
設
に
伴

う
身
延
線
の
踏
切
統
廃
合
問

題
か
ら
話
題
に
な
り
、
当
初

は
中
央
道
沿
い
の
う
ち
県
道

市
川
大
門
線
か
ら
紙
漉
阿
原

境
ま
で
の
約
七
万
リ
を
計
画

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
県
道
か
ら
身
延

線
ま
で
の
聞
に
は
、
百
舗
、

住
宅
等
が
含
ま
れ
る
た
め
今

回
は
乙
の
部
分
を
切
り
離
し
、

身
延
線
下
の
新
田
前
、
鎌
田

川
端
、
下
川
瀬
、
中
川
瀬
に

及
ぶ
三
万
以
を
第
一
明
工
事

5月29日押越公会堂て閣かれた組合設工機会

地域の発展を目指して

と
し
て
調
査
測
量
を
進
め
て
き
ま
し

た
。県

下
で
は
、
す
で
に
甲
府
市
で
実

施
し
た
南
西
土
地
区
画
整
理
事
業
、

ま
た
、
現
在
組
合
施
行
で
事
業
塾
灯
さ

れ
て
い
る
甲
府
市
堀
之
内
町
の
土
地

区
画
事
キ
莱
が
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、

押
越
土
地
区
画
整
理
事
業
は
町
村
と

し
て
は
県
下
初
の
事
業
と
な
り
ま
す
。

乙
の
事
業
は
、
今
年
か
ら
四
年
計

画
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
押
越
地

区
の
地
肇
台
三
十
七
名
は
、
南
西
地

区
の
事
業
は
も
ち
ろ
ん
、
静
岡
県
清

水
市
な
ど
の
先
進
地
視
察
を
重
ね
、

区
画
整
理
事
業
の
勉
強
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

手
を
目
ざ
し
て
努
力
す
る
考
え
で
す
。

土
地
区
画
整
理
と
は
、
い
わ
ば
市

街
化
区
域
内
の
ほ
場
整
備
の
様
な
も

の
で
、
不
轄
形
の
農
(
宅
)
地
を
是

正
し
、
何
時
で
も
宅
地
と
し
て
利
用

出
来
る
よ
う
整
理
す
る
こ
と
で
す
。

各
自
の
貴
重
な
資
産
を
、
一
時
組

合
が
預
つ
て
の
事
業
で
す
の
で
、
何

と
言
っ
て
も
理
解
と
協
刀
が
な
け
れ

身
延
線
農
道
踏
切
閉
鎖
が
き
っ
か
ば
到
明
至
難
な
乙
と
と
言
え
る
で
し

け
と
な
っ
て
話
が
始
ま
っ
た
当
土
地
ょ
う
。
ま
た
、
行
政
の
よ
り
よ
い
指

区
画
整
理
事
業
は
、
約
四
年
に
亘
る
導
が
受
け
ら
れ
て
乙
そ
、
そ
の
成
果

準
備
段
階
を
経
て
、
五
月
二
十
九
日
が
挙
が
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

目
出
度
く
組
合
設
立
と
な
り
ま
し
た
。

完
成
の
暁
に
は
、
未
来
の
モ
デ
ル

今
後
は
、
仮
換
地
指
定
や
換
地
設
計
市
街
地
と
し
て
、
大
き
く
発
展
す
る

等
の
協
議
を
重
ね
、
十
一
月
こ
と
を
信
じ
て
、
今
か
ら
胸
を
ふ
く

，，
s
t
i
l
l
i
-
-K
陣
民
同
市
川
ま
す
O
i
h

煉
輝
出
版
遊
感
液
液
難
病
原
潜
類
別
思
議
瀦

I

l

l

1

1

1

1
1

諒毒
薬
盛
票
読
露
藍
孝
子

踏
M
W
慰
府
忠
類
別
思
W

淑
瀬
川
思
惑
川
駅
瀬
勝
劇
協

将
来
は
健
全
な
市
街
地

押
越
土
地
区
画
整
理
組
合
理
事
長

窪
田

乙
の
三
万
は
い
の
土
地
の
中
に
は
ー

従
来
か
ら
の
道
路
・
水
路
が
蛇
ノ
灯
し

て
走
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
道
水
路

に
面
し
な
い
土
地
も
相
当
数
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
抑
越
土
地
区
画
整
理
事
業
で

は
、
こ
れ
ら
土
地
の
交
換
分
合
を
行

い
な
が
ら
、
す
べ
て
の
区
画
が
六
灯

以
上
の
道
路
に
面
し
た
整
形
の
土
地

に
な
る
よ
う
事
幸
子
伊
}
進
め
る
と
同
時

に
、
災
害
時
K
は
避
難
地
用
と
し
て

利
用
で
き
る
児
童
公
園
の
設
置
や
、

鴻

上
水
道
を
完
備
し
、
将
来
健
全
な
市

街
地
と
し
て
の
形
成
守
つ
く
り
が
進
め

ら
れ
ま
す
。

乙
の
事
業
に
か
か
る
費
用
一
億
八

千
万
円
は
、
四
千
五
百
川
M
の
土
地
を

処
分
し
て
こ
れ
に
当
て
、
道
水
路
・

公
園
等
に
要
す
る
一
万
リ
の
土
地
も
、

塑
口
員
み
ん
な
で
負
担
一し
て
事
業
を

進
め
て
い
く
計
画
で
す
。

こ
の
土
地
を
拠
出
(
減
き
し
て

も
ら
う
「
率
」
の
算
定
に
、
組
合
で

い
ろ
い
ろ
検
討
し
た
結
果
、
今
ま
で



報

町
内
の
ほ
場
整
備
事
業
で
使
用
し
た

地
積
式
換
型
賞
法
と
、
現
在
園
・

県
・
町
道
等
の
用
地
買
収
に
利
用
さ

れ
て
い
る
評
価
式
計
算
法
の
両
方
式

の
特
色
を
生
か
し
た
析
中
式
換
地
計

算
万
式
高
い
、
土
地
所
室
官
平
均

二
五
行
を
減
歩
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。乙

の
区
画
整
理
事
業
で
、
組
合
員

一
人
あ
た
り
平
均
二
五
軒
の
所
有
地

が
減
歩
さ
れ
る
と
い
う
問
題
が
あ
り

ま
す
が
、
将
来
宅
地
と
し
て
の
利
用

を
考
え
れ
ば
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

広町和昭(日

遊
感
渡
部
M
W思
瀬

類

別

思

議

療

脳

出

滋

滋

類滅
品
時
」
時
盟
議
総
鰐
動
襲
警

類
別
思
脳
出
W
慰
問
思
濃

W
限
四
原
病
根
濃
路
胤

今
後
も
大
い
に
推
進
を
図
る

甲
府
市
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て

都
市
化
が
進
む
本
町
は
、
毎
年
百
五

十
一
円
以
上
の
住
宅
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
道
路
な
ど
は
古
い
昔
の

ま
ま
の
状
態
で
開
発
が
進
ん
で
い
る

た
め
、
や
が
て
は
建
物
が
密
集
し
、

昌
巾
生
活
に
不
便
を
き
た
す
ば
か
り

で
な
く
、
災
害
時
に
は
大
き
な
被
害

を
受
け
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
欠
陥
を
な
く
し
て
住

み
よ
い
町
を
つ
く
る
に
は
、
道
路
の

筑
蓬
と
か
、
公
園
の
造
成
、
一
排
水
施

設
な
ど
の
一
つ
一
つ
を
早
い
う
ち
に

実
施
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

町
で
は
こ
の
よ
う
な
公
共
施
設
を
つ

く
れ
る
財
源
は
な
く
、
時
が
た
つ
に

つ
れ
、
無
秩
序
な
開
発
が
進
む
一
方

で
す
。そ

乙
で
、
今
回
の
押
越

土
地
区
画
整
理
事
業
に
は

町
で
も
た
い
へ
ん
期
待
し

て
お
り
、
事
業
が
成
功
す

る
よ
う
全
面
的
な
援
助
を

し
て
い
く
予
定
で
す
。
す

で
K
、
こ
の
押
越
地
区
三

万
は
を
皮
切
り
に
、
残
る

四
万
仔
の
実
施
や
、
河
西

区
の
提
防
東
七
万
八
千
げ

の
用
地
も
地
元
か
ら
実
施

計
画
の
要
望
が
あ
が

っ
て

い
ま
す
。

町
で
は
、
乙
の
押
越
地

区
を
な
ん
と
し
て
本
成
功

き
せ
、
地
域
の
人
た
ち
み

ず
か
ら
参
加
し
た
乙
の
区

画
整
理
事
業
を
大
い
に
推

進
し
て
い
く
計
画
で
す
。

現
号
税
の
民

相
続
税
の
節
税
対
策

夫
婦
の
問
て

居
住
用
不
動
産
を
贈
与

最
近
は
、
土
地
価
格
の
上
昇
に
伴

っ
て
評
価
額
も
上
昇
し
て
お
り
、
相

続
の
時
点
で
相
当
量
の
担
杭
税
を
納

め
る
の
が
現
状
で
す
。

そ
乙
で
、
す
こ
し
で
も
こ
れ
の
軽

減
を
図
る
意
味
で
、
次
の
こ
と
を
お

す
す
め
ま
す
。

夫
婦
問
て
は
一
千
万
円
の
控
除

喜
巾
の
贈
与
税
で
は
、
六
十
万
円

の
控
除
し
か
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
が
、
夫
婦
問
で
次
の
要
件
に
あ

て
は
ま
る
居
住
用
不
動
産
を
贈
与
す

る
場
合
は
、
最
高
一
千
万
円
ま
で
配

信
省
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
夫
婦
の
婚
姻
期
聞
か
二
十
年
以

上
で
あ
る
乙
と
。

②
贈
与
財
産
が
居
住
用
の
土
地
家

屋
で
あ
る
乙
と
(
居
住
用
の
土
地

家
屋
の
購
入
資
金
の
贈
与
も
含
ま

れ
ま
す
)

例

相続財産税率 控除額 相続税制

10，000，000円X25%ニ 2，500，000-800，000= 1，700，000円

このように卸j悦となリます。

③
贈
与
を
受
け
た

年
の
翌
年
三
月
十

五
日
ま
で
に
贈
与

を
号
け
た
土
地
家

屋
(
ま
た
は
贈
与

を
受
け
た
資
金
で

取
得
し
た
土
地
家

患
に
実
際
に
居

住
し
、
手
』
の
後
ふ
引

続
い
て
居
仕
一
す
4
Q
見

込
の
で
あ
ゐ
こ
と
。

乙
の
配
偶
者
控
除

は
一
生
K
一
度
し
か

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

墓の随課控税除価格後 税率 控除額

% 万円
50万円以下 10 

70 15 2.5 

100 " 20 6.0 

140 " 25 11.0 

200 " 30 18.0 

280 " 35 28.0 

400 " 40 42.0 

550 " 45 62.0 

800 " 50 89.5 

1，300 " 55 129.5 

2.uOO .. ， 60 194.5 

3.500 " 65 294.5 

7，000 " 70 469.5 

7，000万円超 75 819.5 

贈与税の速算表



新
昭
和
音
頭
で
触
れ
合
い
の
輪

(6) 報

昭
和
二
十
年
頃
の
青
年
団
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
昭
和
音
頭
は
、
現
在
の

昭
和
町
に
マ
ッ
チ
し
な
い
と
い
う
こ

と
か
ら
、
昨
年
十
一
月
の
町
歌
制
定

を
き
っ
か
け
に
、
文
化
協
会
が
主
に

な
っ
て
、
新
昭
和
音
頭
の
制
定
準
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

歌
詞
は
町
内
全
戸
へ
呼
び
掛
け
募

集
し
た
結
果
、
い
く
つ
か
の
作
品
が

広町

新
昭
和
音
頭

和

一
、
ハ
ア
l

昔
な
じ
み
の
鎌
田
川

源
氏
ぽ
た
る
か
義
清
さ
ん

い
ま
も
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
昭
和

※
昭
和
音
頭
で
ひ
と
踊
り
ヨ
イ
シ
ョ

ソ
レ
ソ
レ
ソ
レ
ひ
と
蹄
り

二
、
ハ
ア
l

西
に
東
K
陽
が
の
ぼ
る

工
業
団
地
は
炎
の
街
だ

あ
す
へ
伸
び
ゆ
く
新
華
巾
昭
和

※
く
り
か
え
し

三
、
ハ
ア
l

昭
和
イ
ン
タ
ー
喜
未
の

花
を
咲
か
せ
る
申
央
道

若
さ
あ
ふ
れ
る
み
ど
り
の
昭
和

※
く
り
か
え
し

四
、
ハ
ア
l

富
士
と
え
ツ
と
が

町
に
希
望
の
夢
が
湧
く

甲
府
盆
地
の
真
中
昭
和

※
く
り
か
え
し

昭

向
い
あ
う

伝
統
芸
能
と
し
て
後
世
に
伝
承
を

寄
せ
ら
れ
、
こ
の
中
か
ら
三
篇
の
候

補
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

作
曲
を
依
頼
し
た
望
月
五
昆
氏
(

昭
和
町
出
身
)
と
選
考
打
合
せ
し
た

と
乙
ろ
、
す
べ
て
三
節
し
か
な
く
短
か

す
ぎ
る
た
め
、
候
補
作
三
篇
を
合
併

的
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
四
節
と
し
、

住
詞
家
宮
原
貢
氏
(
六
郷
町
出
身
)

の
協
刀
を
得
て
完
成
き
せ
ま
し
た
。

去
る
六
月
九
日
に
は
試
聴
会
を
閉

催
-
明
る
い
テ
ン
ポ
で
歌
い
や
す
い

と
し
て
次
の
も
の
に
決
定
し
ま
し
た
。

踊
り
の
振
付
け
は
、
民
踊
部
の
飯

作詞

補作詞

作曲

新昭和音頭

柳沢八十一

宮原哲夫

望月吾郎

島
勝
子
さ
ん
や
須
田
吉
美
子
さ
ん
に

依
頼
し
、
八
月
の
納
涼
盆
踊
り
大
会

ま
で
に
は
被
露
で
き
る
よ
う
現
在
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
地
域
の
人
た
ち
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
に
役
立
つ
こ
の

新
昭
和
音
頭
を
、
郷
土
芸
能
と
し
て
、

私
た
ち
み
ん
な
の
手
で
、
い
つ
ま
で

も
後
世
に
伝
承
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。な

お
、
決
定
作
品
は
合
併
補
作
と

な
っ
た
た
め
入
選
者
な
し
と
し
、
作

詞
者
に
は
ム
屍
補
作
を
手
幅
一
け
た
柳
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韓D

沢
八
十
一
氏
自
制
定
奮
貝
毒
と
し

ま
し
た
。

佳
作
に
中
沢
久
子
さ
ん
(
河
東

中
島
)
と
「
さ
く
ら
」
と
い
う
置
名

の
方
の
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

「
さ
く
ら
」
と
い
v

ユ
刀
、
ど
う
ぞ
文

壇
事
脅
周
ま
で
と
連
絡
く
だ
さ
い
。

高v
校予
生予
活 V

5指
予導

3員

昭
和
五
十
七
年
度
山
梨
県
高
等
学

校
生
活
指
漕
員
が
、
左
記
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

塩
沢
登
、
向
山
聖
譲
、
西
村
克
己
、

清
水
巌
、
深
沢
完
興
、
五
味
和
幸
、

踊
内
照
夫
、
北
爪
昭
夫
、
河
澄
亙
三
、

藤
本
洋
、
石
原
和
義
、
雨
宮
宣
次
、

秋
山
久
幸
、
野
中
武
、
中
川
西
利
夫
、

磯
部
貞
治
、
山
本
芸
直
、
長
田
力
、

功
万
栄
幸
、
野
村
正
志
、
金
丸
栄
一
、

保
坂
守
、
下
村
芳
嗣
、
右
長

一
雄、

社V
会主 V
品名 V

教g
M育

g委

v員
v 

昭
和
町
社
会
整
同
委
員
に
、
四
月
一

日
付
け
で
次
の
方
々
が
決
意
古
手
品
し
た
。

(
敬
称
略
)

有
賀
弘
、
竹
中
正
裕
、
武
田
か
ほ
る
、

長
谷
川
幸
広
、
泉
昌
夫
、
中
込
孝
一
、

桶
口
時
雄
、
笹
本
昭
男
、
清
水
英
夫
、

清
水
裕
、
志
村
恒
夫
、
今
沢
伝
、
清

水
行
広
、
保
坂
篤
、
早
川
美
都
雄
、

田
中
良
夫
、

防ごう非行

助けよう

立ち直り

(7 月 1 日 ~31 日)

社会を明るくする運動

今
や
心
牟
非
行
は
戦
後
第
三
の
、

し
か
も
最
大
の
ピ
l
ク
を
迎
え
て
い

ま
す
。

例
え
ば
、
昨
年
一
年
闘
に
殺
人
・

暴
行
・
詐
欺
・
窃
盗
な
ど
の
罪
を
犯

し
た
主
要
刑
法
犯
小
手
は
、
手
四

万
二
千
七
百
二
十
九
人
を
数
え
、
こ

れ
ま
で
の
最
高
だ
っ
た
昭
和
三
十
九

年
の
十
九
万
五
千
二
百
六
十
九
人
を

は
る
か
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
一
日
当
た
り
六
百
六
十
五
人
も

の
心
牛
が
主
要
刑
法
犯
で
検
挙
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
最
近
の
少

年
非
行
の
特
徴
と
し
て
、
低
年
齢
層

の
少
年
に
よ
る
芽
/
打
の
増
加
や
非
行

が
ご
く
普
通
の
家
庭
の
心
牛
に
ま
で

広
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
見
過
ご

せ
ま
せ
ん
。

七
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
月
間
で
す
。
こ
れ
ら
次
代
を
担

う
小
ノ
年
た
ち
を
実
行
か
ら
守
り
、
更

生
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
は
、
家
庭
・

営
校
・
職
場
は
も
と
よ
り
、
地
域
住

民
一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
問
題
で

す
。
わ
た
し
た
ち
皆
で
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。
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見
つ
け
た

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
虫
が

場
合
は
薬
剤
防
除
を
し

あ
な
た
は
モ
ラ
ル
に
欠
け
て
い
ま
せ
ん
か

ま

だ

ま

だ

ポ

イ

捨

て

さ

れ

る

空

き

か

ん

広町和昭

緑
の
大
敵

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

に
な
り
ま
し
た
。

果
樹
、

、
荒
ら

る
ほ

(7) 

か
つ
て
は
ピ
ン
入
り
ば
か
り
だ
っ

た
ジ
ュ
ー
ス
や
ピ
l
ル
な
ど
の
飲
み

物
が
、
最
近
は
ど
ん
ど
ん
か
ん
入
り

に
な
フ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
自
動
販
売
機
の
普
及
も

あ
っ
て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
手
軽

に
か
ん
入
り
の
飲
み
も
の
を
飲
め
る

か
ら
不
用
に
な
れ
ば
こ
れ
ま
た
手
盛

花
捨
て
る
。
一
年
間
に
十
億
個
が
ポ

イ
捨
て
さ
れ
る
と
言
わ
れ
、
空
き
か

ん
公
害
が
全
国
的
な
問
題
と
し
て
ク

ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
九

去
る
五
月
三
十
日
に
は
、
一
都
九

農事賃金が決まる

昭和 57年度の昭和町農事賃金が、次のよう

K決定しました。

県
の
統
一
歩
調
に
よ
る
空
き
缶
等
の

回
収
作
業
が
行
わ
れ
、
本
町
で
も
こ

の
日
、
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
に
呼

び
か
け
、
早
期
か
ら
主
要
道
を
中
心

花
、
河
川
、
神
社
、
遊
園
地
な
ど
を

重
点
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

集
め
ら
れ
た
空
き
か
ん
、
空
き
ビ

ン
は
十
一
万
九
千
個
と
、
昨
年
を
は

る
か
に
上
回
り
、
空
き
か
ん
公
害
が

乙
れ
だ
け
騒
が
れ
問
題
に
な
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
だ
け
の

量
が
出
る
と
言
う
こ
と
は
、
ま
だ
ま

だ
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
が
足
り
な
い

隠 lJlJ 嫡 ~ 原準額円 備 考

早 乙 女 1日lζ付き 5，200 

国組手伝い 。 5，200 

請大型トラヲ安一 10，500 a.場整備地区
1 0 a 

代 及び耕運機 11，500 その他の地区

10 a 7，000 Iま場整備地区
主井 運

底土の場合 5割閉 7，500 その他の地区

雇 人 1日 5，200 

10 a当り手1111
8，500 ほ場整備地区

稲 パインダー

9，500 その他の地区

16，000 ほ場整備地区
メij コンパイン 10 a当り乾燥まで

17.000 その他の地区

8，000 ほ場整備地区
機械回航 10 a当り

9ρ00 その他の地区

脱 穀 1日 18ρ00 

田徳育笛 1枚(箱)当り 420 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
一
か
月

五
千
二
百
二
十
円
で
す
が
、
牛
雀
木
や

心
取
入
な
ど
の
た
め
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
方
は
、
申
し
出
に
よ
っ
て

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。七

月
ま
で
に
手
続
き
を
す
れ
ば
、

今
年
の
四
月
分
か
ら
向
う
一
か
年
間

住
民
の
み
な
さ
ん
が
、
よ
り
よ
い
有
効
で
す
。

消
費
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
と
、
老
齢

う
、
み
な
さ
ん
の
よ
き
相
談
相
手
と
年
金
は
、
魚
際
を
受
け
た
期
間
だ
け

な
っ
て
い
た
だ
/
治
費
生
活
担
談
員
三
分
の
一
に
減
ら
さ
れ
ま
す
が
、
そ

が
県
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
の
他
の
国
民
年
金
は
納
め
た
人
と
同

相
談
員
は
次
の
方
々
で
す
の
で
、
機
に
受
け
る
権
利
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

く
ら
し
に
お
け
る
苦
情
や
相
談
は
気
滞
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
役
場
年
金
係

軽
に
申
し
出
ま
し
ょ
う
。
に
お
申
お
山
く
だ
さ
い
。

(
敬
称
略
)
な
お
、
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
よ

武
田
か
ほ
る
(
上
向
東
)
、
飯
島
勝
う
に
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
納
め
て
く
だ

子
(
一
区
)
、
須
田
富
毒
丁
(
申
島
)
さ
い
。

h
q
O
9
9
9
hリ
9
9
9
9
hゲ
9
9
9
9
9
h
v
hリ
9
9
h
q
o
h
q
hザ
h
V
9
9
9
9
hリ
9
9
9
9
hリ
h庁
か
か

hリ
hqhザ

け

国

保

K
加
入
す
る
と
、
み
な
さ
ら
れ
ま
す
。
残
り
七
割
は
国
保
で
け

い
げ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し

1

負
担
と
な
り
ま
す
o

w

仰
た
と
き
、
国
保
を
取
扱
は
け
勾
医
者
に
か
か
る
と
き
、
中
山

川
う
病
院
・
診
察
で
、
担
だ
↓
保
険
証
の
内
容
が
変
更
さ
川

の

負

割

-

M

川
必
要
な
治
療
が
治
る
ま
費
人

3
リ
れ
て
い
た
り
、
す
で
に
有
村

山

で

受

け

ら

れ

ま

す

。

そ

療

個

わ

葱

震

が

過

ぎ

て

い

た

み

か

の

と

き

、

窓

口

に

保

険

医

部

よ

ご

れ

、

破

損

害

の

場

仲

村

証

を

出

し

さ

え

す

れ

ば

|

合

は

保

険

証

が

使

え

ま

せ

仰

い
げ
か
か
っ
た
医
療
費
の
三
割
を
自
分
ん
の
で
、
早
め
に
再
交
付
を
受
け
付

け
で
負
担
す
る
だ
け
で
治
療
を
受
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
け

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

使
い
捨
て
時
代
が
生
ん
だ
空
き
か

ん
公
害
の
追
放
は
、
ま
ず
住
民
一
人

ひ
と
り
が
地
域
を
美
し
く
す
る
意
識

を
認
識
し
、
H

飲
ん
で
も
捨
て
る
な
H

と
い
う
当
た
り
前
の
マ
ナ
ー
を
も
う

一
度
確
認
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

保
険
料
免
除
の

手
続
き
は
お
早
目
に

消
費
生
活
相
談
員
へ
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友
人
の
保
証
人
に
な
っ
た
ら
後
日
、
貸
主
か
ら
、
弁
済
の
請
求
を
さ
れ
た

「
T
氏
か
ら
百
万
円
を
借
り

(間
U

る
乙
と
に
な
っ
た
。
迷
惑
は

か
け
な
い
か
ら
保
証
人
に
な
っ
て
欲

し
い
」
と
友
人
の

S
氏
K
頼
ま
れ
、

引
き
受
け
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
先

日、

T
氏
が
「
約
束
の
期
限
が
す
ぎ

て
も
S
氏
か
ら
何
の
連
絡
も
な
い
。

保
証
人
で
あ
る
あ

な
た
が
代
わ
り
に

支
払
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
言
っ
て

き
ま
し
た
。

驚
い
て

S
氏
K

問
い
合
わ
せ
て
も

居
留
守
を
使
う

ば
か
り
。
ど
う

し
て
い
い
か
分

か
ら
ず
困
っ
て

て
る
の
で
す
が

報広町和昭

暮らしの中の法律相談

き
て
、
ご
質
問
の
場
合
は
、

(
芦
口
)

「
保
証
人
」
に
つ
い
て
の
ち

ょ
っ
と
し
た
知
識
が
あ
れ
ば
、
悩
ま

な
く
て
す
ん
だ
ケ

l
ス
と
い
え
ま

す。そ
こ
で
、
民
法
で
は
保
証
人
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
か
を

み
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
保
証
人
と
は
、
借
主
で
あ

る
主
た
る
債
務
者
が
弁
済
を
し
な
か

っ
た
場
合
に
、
借
主
に
代
わ
っ
て
弁

済
を
す
る
責
任
を
負
う
人
の
こ
と
を

い
い
ま
す
(
民
法
四
四
六
条
)
。
乙

の
保
証
人
民
は
、
単
純
保
証
人
と
連

帯
保
証
人
と
が
あ
り
、
単
純
保
証
人

の
場
合
に
は
「
催
告
・
検
索
の
抗
弁

権
」
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
連

帯
保
証
人
の
場
合
に
は
乙
の
抗
弁
権

が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
あ
な
た

が
ど
ち
ら
の
保
証
人
で
あ
る
か
を
確

責
任
の
重
き
が
違
う

単
純
保
証
人
と

連
帯
保
証
人

認
し
て
く
だ
さ
い
。

催
告
の
抗
弁
権
と
は
、
保
証
人
が

貸
主
か
ら
弁
済
し
て
ほ
し
い
と
言
わ

れ
た
と
き
は
、
ま
ず
借
主
に
請
求
す

る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
権
利

で
す
(
民
法
四
五
二
条
)
。

ま
た
、
検
索
の
抗
弁
権
と
は
、
借

主
に
弁
済
す
る
財
産
が
あ
り
、
そ
の

強
制
執
行
が
界
易
で
あ
る
こ
と
を
保

証
人
が
証
明
し
た
と
き
は
、
貸
主
は

借
主
の
財
産
に
つ
い
て
論
調
執
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で

す
(
民
法
四
五
三
条
)
。

つ
ま
り
、
あ
な
た
が
単
純
保
証
人

i
量

飼

い-村
剛
弁
溢

Z
S
E

で
あ
る
場
合
K
は
、
貸
主
の
T
氏
に

対
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
乙
と
が
で

き
る
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、

「
ま
ず
、
借
主
で
あ
る
S
氏
に
請

求
し
な
さ
い
。
そ
れ
で
も
S
氏
が
返

済
し
な
い
受
口
は
、
彼
は
一
軒
の
家

屋
を
所
有
し
て
い
る
く
ら
い
だ
か
ら

弁
済
能
力
は
十
分
で
す
。
家
屋
で
も

差
し
押
え
れ
ば
、
貸
金
は
回
収
で
き

る
は
ず
で
す
」
と
。

乙
れ
に
対
し
て
、

T
氏
は
S
氏
の

財
産
に
対
し
て
強
制
執
行
し
な
く
て

は
な
民
す
、
あ
な
た
に
そ
れ
以
上
弁

済
の
請
品
子
守
す
る
こ
と
は
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

次
に
、
あ
な
た
が
連
帯
保
証
人
で

あ
る
場
合
K
は
、
借
主
の

S
氏
と
連

帯
し
て
保
証
す
る
こ
と
を
約
束
し
た

こ
と
に
な
る
た
め
以
上
の
よ
う
な
こ

つ
の
抗
弁
権
は
あ
り
ま
せ
ん
(
民
法

四
五
四
条
)

い
ず
れ
の
場
合
に
せ
よ
、
金
銭
貸

借
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
め
ん
ど

う
な
も
の
で
す
か
ら
、
友
人
・
知
人

だ
か
ら
と
い
っ
て
安
易
に
保
証
人
に

な
る
こ
と
は
慎
む
乙
と
が
肝
心
で
す
。

町
会
/
俳
/
句

と
ん
ぼ
生
る
る
草
は
光
り
を
失
わ
ず

清
水
年
江

糸
と
ん
ぼ
あ
さ
せ
に
洗
い
鍬
光
る

待
望
の
写
真
展
を
開
催

七
月
十
五
日
か
ら
二

十
日
ま
で
の
六
日
岡

県
民
会
館
地
下
展
示
場

で
、
カ
ラ
l
写
墓
展
を
計
画
し
て

西
条
二
区
の
河
西
さ
ん

い
る
西
条
二
区
の
河
西
秀
更
さ
ん
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

河
西
さ
ん
は
カ
メ
ラ
歴
十
三
年。

こ
れ
ま
で
K
県
芸
術
祭
最
優
秀
賞
な

ど
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。北

海
道
略
ノ
行
を
し
た
時
、

記
念
に
と
何
枚
も
の
写
真
を

写
し
た
が
会
蔀
失
敗
。
乙
れ

を
機
に
写
真
へ
の
魅
力
K
取

り
つ
か
れ
て
し
ま
っ
て
と
笑

い
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

井
上
ま
さ
江

父
子
と
は
仕
ぐ
さ
似
る
も
の

糸

と

ん

ぼ

輿

石

き

だ

代

小
疏
れ
に
逆
ら
へ
る
風
と
ん
ぼ
と
ぶ

清
水
博
文

と
ん
ぼ
生
る
あ
え
か
に
透
け
る

起

も

ち

て

松

岡

満

子

と
ん
ぼ
止
る
子
の
石
仏
ム
門
掌
す

内
藤
ふ
く
じ

と
ん
ぼ
追
ふ
幼
な
児
の
眼

い

き

い

き

と

河

田

好

子

水
草
花
宿
る
騎
蛤
の
水
鏡

上
田
栄
月

雷
雨
す
ぎ
窪
地
花
婿
蛤
尾
を
打
ち
つ

中
沢
静
代

人
の
許
も
知
ら
で
す
い
す
い

と

ん

ぼ

と

ぷ

磯

部

信

与

一
枚
の
写
真
を
取
る
に
も
、
天
候

に
よ
っ
て
は
何
度
も
足
を
運
ぶ
な
ど
、

数
少
な
い
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
す
る

た
め
根
気
が
い
る
と
い
い
ま
す
。

今
回
展
示
す
る
作
品
は
、
こ
う
し

て
苦
努
し
て
完
成
さ
せ
た
作
品
九
十

点
余
り
を
展
示
す
る
計
画
だ
そ
う
で

す
。
興
味
を
も
っ
て
い
る
方
は
お
出

掛
け
く
だ
さ
い
。

「
乙
乙
数
年
開
発
が
急
速
に
進
み
、

自
然
が
ど
ん
ど
ん
失
わ
れ
寂
し
い
気

が
し
ま
す
。
す
で
に
現
存
し
な
い
写

真
も
い
て
つ
か
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら

の
写
真
を
い
つ
ま
で
も
記
録
し
て
お

き
た
い
」
と
、
河
西
さ
ん
は
話
し
て

い
ま
し
た
。



七
夕
は
、
以
前
は
旧
暦
の
七
月
七
七
夕
の
行
事
が
広
く
行
わ
れ
る
よ

日

(

現

在

の

八

月

初

旬

)

に

行

わ

れ

う

に

な

っ

た

の

は

江

戸

時

代

か

ら

で

、

今

月

は

西

条

二

区

の

一

坪

図

童

露

て

い

ま

し

た

が

、

今

は

も

ち

ろ

ん

新

イ

モ

の

葉

に

た

ま

っ

た

露

で

墨

を

す

を

紹

介

し

ま

し

ょ

う

。

歴
。
た
だ
し
、
中
に
は
一
か
月
遅
れ
っ
て
短
冊
に
歌
や
願
い
ご
と
を
書
き
、
復
す
る
舟
型
の
道
具
「
行
(
ひ
)
」
町
内
で
も
っ
と
も
早
く
開
設
し
た

の
八
月
七
日
に
行
う
と
こ
ろ
も
あ
り
、
書
道
や
裁
縫
の
上
達
を
祈
っ
た
り
し
を
意
味
す
る
そ
う
で
す
が
、
宇
宙
と
こ
の
図
書
館
は
、
七
月
で
ち
ょ
う
ど

そ
の
代
表
的
な
の
が
宮
城
県
仙
ム
早
巾
た
よ
う
で
す
。

地
球
の
閣
を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
八
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
乙
乙
の
運

の
七
々
奈
り
で
す
。
最
近
で
は
、
夏
現
在
で
は
、
短
冊
の
ほ
か
ビ
ニ
l
行
l
そ
れ
が
宇
宙
連
絡
船
と
い
う
営
管
理
は
八
年
間
に
亘
っ
て
、
高
野

休
み
の
家
族
旅
行
で
見
物
に
出
か
け
ル
製
の
飾
り
も
の
な
ど
も
人
気
が
あ
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

孝
一
さ
λ
の
家
族
み
ん
な
で
つ
づ
け

る
人
も
多
い
と
か
。
久
こ
う
し
た
傾
向
が
七
夕
を
盛
ん
と
も
あ
れ
、
人
聞
が
宇
宙
を
住
復
て
い
ま
す
。

七
夕
の
夜
は
、
天
の
川
を
隔
て
た
に
し
た
一
つ
の
理
由
で
あ
る
よ
う
で
す
る
時
代
に
な
っ
て
も
、
七
夕
の
よ
長
い
関
努
め
た
子
供
ク
ラ
ブ
の
役

織

女

(

琴

座

の

一

等

星

)

と

、

牽

牛

す

。

う

な

ロ

マ

ン

チ

ッ

ク

な

祭

り

の

風

習

員

を

や
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。
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歳

時

記

• 
• 
• 

七

タ

圃

• 

西

条

二

区

マ
ン
モ
ス
部
落
だ
け
に
、
大
勢
の

人
の
利
用
を
考
え
、
中
央
に
位
置
す

る
義
清
神
社
墳
内
の
公
会
堂
を
利
用

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
一
月
の
火

災
で
焼
失
し
た
た
め
、
現
在
は
自
宅

で
開
館
し
て
い
ま
す
。

七
月
か
ら
は
公
会
堂
に
移
り
、
従

来
と
同
じ
よ
う
に
毎
週
日
曜
日
の
午

前
八
時
か
ら
十
時
ま
で
開
館
す
る
そ

う
で
す
。
お
お
い
に
利
用
下
さ
い
。
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(l() 報広町和昭

歳児歯科検診一

7月 7日(水)午後 1時"'(受付

中央公民館

午後1時30分"'2時30分

午後 2時30分"'3時30分

昭和 55年4月1日'"55年7月31日まで

の出生児

母子健康手帳、歯についての質問票、毎日

使っているコップと歯ブラシ

- 2  母子健康手帳交付
及び妊婦相談日

7月3日、 17日|実施日時

午前 9時場 所

11時 30分|検診時間

場所中央公民館 |保健指導

※当日印鑑をお持ちく|該当児

だきし1。

日時

携行品

一一手L児整形外科検診一一

7月28日(水)午後 1時"'(受付)

中央公民館

午後 1時 30分"'2時 30分

昭和 57年 2月1日'"57年，5月31日まで

の出生児

母子健康手帳

一不用犬収集日一

7月2日蝕

午前 10時 |実施日時

場所旧役場前 |場 所

※収集車がくるまでは |検診時間

飼主もいっしょにい|該当児

てくださ~'0 

携行品

日時

可燃物・不燃物収集日

日程 曜日 内
円廿相 地 区

1日 木 もえる物 全地区

5日 月 11 11 

7日 水 ガラス類 11 

8日 木 もえる物 月?

12日 月 11 。

15日 木 " 
11 

16日 金 金属類 押原常永

19日 月 もえる物 全 地 区

21日 水 金属類 西 条

22日 木 もえる物 全地区

26日 月 。 11 

29日 木 か 。
日一一一児健康相談一一現

受付時間

午後 1時 30分

2時

住

思
五

婚主
年
四
月
十

以
降

姻

一一心身障害児・者巡回療育相談一一

専門医師による相談が下記日程で開催されますので、

お子さんが心や体の障害で、お悩みの方はと相談くだきいc

実施日時 7月21日(水)午前10時~午後 3時

場 所中央公民館

×め<><xxx><xx滞。o<xxxxxxめooo<xxxx><xx>く

ロ小竹伊J11tj 原杉依上奥秋横杉渡佐佐牧三井
倉泉内藤口 沢 本田田村山田本辺野野野神口氏
ひ はひ

j 口一 一一一「 ーl 攻妻 h -，正 j 吾 j 雄男 J 正 J 英明
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条日水型水漉条条塑条
二円新こど新阿新 二三三二
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